
 
 
 
 
 
 
 
  

神 の 一 手                     
                       校 長   中 島  悟  
朝夕の気温が肌寒く感じるようになりました。ここ数日、一気に秋の深まりを感じます。  
学校は、インフルエンザの猛威にさらされ、１０月下旬に、４年と５年の２学級に対し学級閉

鎖の措置をとりました。６年生については、修学旅行前日に、インフルエンザ、発熱、風邪様症
状等による欠席、早退で、お昼の時点で２０名が不在という状況になりました。このまま修学旅
行を実施しても、「心に響く教育効果は望めない」と思い、苦渋の決断で、延期を決めました。
６年生の子どもたちは、「修学旅行に行きたい！」という思いが強かったと思いますが、「みん
なでよい思い出をつくるんだ」と気持ちを切り替えてくれたようです。保護者の皆様にもご理
解いただき、そして、子どもたちをフォローしていただき、感謝申し上げます。修学旅行の詳細
が決まりましたらご連絡いたしますので、今しばらくお待ちください。  

 
時は１０月１１日。藤井聡太竜王・名人が、前人未踏の八冠をかけ、永瀬拓矢王座に挑みまし

た。２勝１敗で迎えた第４局。藤井竜王があと１勝すれば８冠達成です。終盤、藤井竜王の１２
２手目は、盤面の中央に銀を放つというものでした。ネット中継上に表示された評価値（勝ち
筋）は、藤井竜王からみて１％、つまり相手の長瀬王座が９９％とほぼ勝利間違いなしという状
況になりました。藤井竜王が放った手は、ＡＩが最善手候補にあげていない一手だったのです。
藤井竜王は、ＡＩが最善手候補とする複数手については、当然永瀬王座が次の手を考えて待ち
構えているのが分かっていたので、敢えてＡＩが押さないような手を打ったのでした。お互い
持ち時間がなくなり、１分将棋（次の手を指すまで考える時間は１分未満）という極限の状況
で、その筋を見つけられるかどうか、という藤井竜王の仕掛けに、長瀬王座が正着ではない手を
指すと、評価値は一変。一気に永瀬王座の不利に傾き、１０％を切る数値にまで低下します。読
み誤りに気付いた永瀬王座は何度も頭をかきむしり、天を仰ぎました。この結果、藤井竜王に反
撃に転じる余裕が生まれ、形勢は一気に逆転。藤井竜王が王座も獲得し、８冠が誕生したのでし
た。藤井竜王が放った１２２手目は、ＡＩでも読めない（ＡＩが最善手候補にあげていない）一
手で、「神の一手」と言われています。  
１０月１９日に校内授業研究会（実際の授業を観て、よりよい授業を目指し全教員で協議を深

め、研究すること）を実施しました。１年生の算数の研究授業です。後半、子どもたちが自分の
考えを伝え合う場面（協働）です。概ねできているのになかなか伝え
られない児童に、担任は、伝えやすいようにポイントを示し、児童が
伝え終わると、目を見て「大丈夫だよ。」とささやきました。安心感に
包まれた、その児童は、にこっと微笑むと、照れくさそうに友達の意
見に耳を傾けました。いつもなら、「こういうところに気を付けたから
言えたよね」「がんばりな」等と声をかけがちですが、日頃のコミュニ
ケーションや児童の様子から、心を読み、「大丈夫だよ。」という言
葉をかけたのでした。まさに担任の「神の一手」だったように思うの
です。  
 
 私たち教員は、教科指導で、知識の定着を図る指導をします。いろいろな角度から考えさせる
指導をします。子どもたちを称賛し、よさを伸ばす指導をします。生活場面では、「ならぬもの
はならぬ」と厳しく指導をすることもあります。ただ、その指導方法等について、ＡＩが最適解
を導き出せるものではないと考えます。それは、私たちは、人の心と向き合っているからです。
その児童の性格はもちろん、学習の定着度、友達との人間関係、教員（自分）との信頼関係、家
庭環境等などを根底に、その時その時で、その児童をよりよい方向へ導く指導（投げかける言葉
など）を探るのです。しかし、思い返すことも大事です。よいと思った方策が、子どもの心に響
くものであったか、子どものよさを伸ばしながら成長に繋がる指導であったか、振り返り、「神
の一手」を目指すことの大切さを、先日、教職員に話したところです。  

 
 この巻頭言が、保護者の皆様にとって、子どもの心に響く言動を考える、「神の一手」となる
ことを願っています。  
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 時と場に合わせて 
あいさつをしよう 

１１月の生活目標 
児童数 男子 185 名  女子 200 名  計 385

※６時 間 授 業【給食 あり】……１５：３０頃 下 校  

※５時 間 授 業【給食 あり】……１４：４５頃 下 校  

学校の教育目標 

  豊かな心をもち、自己

の能力（よさ）を最大限に

発揮できる、心身共に健

全な子どもを育成する。  

お話朝会

１０月２６日（木）にお話朝会があり

ました。校長先生からは、8 月に行われ

た「さいたま市子ども会議」で決まった

『心を元気にする４つの言葉』について

紹介がありました。「大丈夫（大丈夫？）」

「自分を信じて」「ちょっとずつでいい

よ」「また明日」の４つの言葉です。  

『 心 を 潤 す ４ つ の 言 

葉』と併せて、「相手を  

思い、お互いを大切にす  

る気持ちが大切ですね」  

とお話がありました。  

１０月１２日（木）に、大宮アルディ
ージャスクールキャラバンを実施しま
した。J リーグチーム大宮アルディージ
ャのコーチからサッカーを直接教わる
ことができる、子どもたちにとって貴重
な体験活動となりました。プロによる専
門的な指導の下、楽しく一生懸命に取り
組んでいました。  

1 年遠足 
１０月１１日（水）に 1 年生が遠足

で東武動物公園へ行きました。  
子どもたちは、ライオンやキリン、ゾウ

などの大きさに驚いていました。  
また、「ふれあい体験」では、ひよこ

やうさぎなどの小動物と笑顔で触れ合
っていました。  


